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研究成果の概要 

本研究では、ナノスケールでの双安定性に着眼して、ありふれた元素からなる物質に隠されている新

奇な相（構造体）を発掘することで、新奇な物性および先端的な機能の創出を目的としている。具体的

には、外部刺激応答型蓄熱材料、外部刺激応答型ウォーター・ハーベスティング材料、零熱・負熱膨張

材料、電気伝導材料 に着目した研究を推進している。 

外部刺激応答型蓄熱材料では、ラムダ型五酸化三チタンの新合成法を開発した。現在、合成した試料

について各種特性を評価し、蓄熱特性と結晶子サイズの関係性の解明に着手している。また、相転移材

料設計計算ツールとしてのソフトウェアを開発した。このソフトウェアは、平均場相転移モデル式をベ

ースとし、各種パラメーターをインプットすることで相転移挙動とギブス自由エネルギーを簡単に算

出できるものである。 

外部刺激応答型ウォーター・ハーベスティング材料では、多種のシアノ錯体系試料を合成しスクリー

ニング実験を行った結果、刺激応答型ウォーター・ハーベスティング特性を確認した。このメカニズム

を解明するため、各種測定を行った。現在、測定結果の解釈とメカニズムの解明を進め、論文執筆中で

ある。また、物質探索中に合成した水分子を含むオクタシアノ NiW錯体が、スピンフロップという興味

深い磁性現象を示したので成果としてまとめ、学術論文として発表した(Akagi, et al., Cryst. Growth 

Des., 23, 1972 (2023))。 

零熱・負熱膨張材料では、ジルコニウム酸化物系に着目し、目的とする正方晶構造体を合成した。現

時点では単相は得られず、単斜晶との混合相であった。今後、正方晶の相分率を高くするよう合成条件

を検討する。 

電気伝導材料では、ナノサイズの七酸化四チタンの合成法を開発し、約 32 nmの七酸化四チタン・ナ

ノ結晶子を合成した。今後は、得られた七酸化四チタン・ナノ結晶子の相転移特性を検討していく。 
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